
全トヨタ労連 ３０期（前）統一テーマ 経過報告シート               西久保グループ           活動期間：2022 年 4 月～6月 

産業目線 

【活動選定項目】   ① カーボンニュートラル（CN）への対応     

具体的取り組み項目 

□（株）さくら電力との協業による再生可能エネルギー利用の普及拡大及び電動車両の導入促進 

□次世代自動車購入に対する補助制度の継続及び促進 

□家庭における再エネ省エネ設備等への補助制度の継続及び促進 

□二酸化炭素吸収源となる森林の維持管理の推進 

□公用車電動車両化の推進 

□充電インフラ整備の推進 

前回まで 

活動状況 

＜地域主導による脱炭素社会の構築に向け「地域水素事業シンポジウムｉｎ岡崎市」を開催＞ 

＜会派予算要望書の提出：「市域における二酸化炭素排出量実質ゼロ」の実現に向けた取り組みに対する予算計上＞ 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

 

 

＜特別委員会にて先進事例地を視察＞【進捗評価 ◎】 

◆『ゼロカーボンシティ推進特別委員会』が名古屋市の「低炭素モデル地区」と

なっている「みなとアクルス（商業、スポーツ施設、学習施設、集合住宅等）」

を視察（６/27） 

【主な視察内容】・民生部門電力の脱炭素化に関する主な取り組みについて 

・民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取り組みについて 

・期待される主な効果と今後 

＜「カーボンニュートラル社会の実現に向けた協定」を締結＞【進捗評価 ◎】 

◆岡崎市と三菱自動車工業（株）との間で、相互に連携及び協力し、カーボンニ 

ュートラル社会の実現に向け、協働して推進することを目的とした協定を締結 

【主な連携内容】・地域のカーボンニュートラル社会の実現に関すること 

               ・電動車両の普及に関すること 

               ・電動車両が脱炭素化や災害の備えに有用であることの周知  

・前各号に掲げるもののほか、目的の達成に資するものであっ 

て双方が合意すること 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

≪低炭素モデル地区「みなとアクスル」≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪協定締結記事≫ 

今後の活動 
ユタカクラブ西久保グループの研修で、「みなとアクルス」を視察（8/22）し、各自治体における脱炭素社会の実現に

向けての取組みの参考とする 

岡崎市 所属議員 鈴木 英樹、井村 伸幸、加藤 嘉哉、原 紀彦 
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